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日野原重明先生追悼特集
■［寄稿］日野原先生と私（福井次矢，川嶋みど
り，南裕子，青木眞，黒川清，L.　ティアニー，岩井郁
子，松村真司，水野篤，岸野めぐみ） 1 ― 4 面
■日野原先生と「週刊医学界新聞」 5 面
■MEDICAL LIBRARY（追悼特別編集）
　 6 ― 7 面

　過去 41年間にわたり日野原先生の
お教えを受け，覚悟はしていたものの，
いざ亡くなられると，何か背筋に不
安・寂しさを覚える日々である。
「身長が伸びるような学び」
　日野原先生は終戦後の 1951年（40

歳時），米国エモリー大に 1年間留学
された。そのときに学んだ多くの事柄
が，以後の先生の膨大な業績の礎とな
った。そのときの経験を「毎日毎日学
ぶことが多く，身長が伸びるようだっ
た」と話されるのを，私は 1976年，
研修医になりたてのころお聞きし，ど
ういうわけか強く印象に残った。
　その後，私自身，1980年代に先生
のご配慮で米国の病院・大学に留学
し，まさに先生がおっしゃっていた通
りの経験をした。そしてその折に学ん
だ事柄が，私のキャリアを形作り，帰
国後も先生とご一緒に，いくつもの新
たな分野を開拓する仕事に携わること

ができたのは本当に幸運であった。
「自宅は何階にありますか？」
　1970年代後半，聖路加国際病院で
毎週火曜日朝 8時から行われていた教
育回診でのエピソード。心不全の患者
さんが翌日退院予定だとの研修医のプ
レゼンテーションに対し，日野原先生
は「患者さんの自宅は何階にあります
か？」と尋ねられた。その患者さんは
エレベータのないビルディングの 3階
に住んでいて，果たして 3階までの階
段を上り下りするだけの心機能が回復
していることを確かめたかどうか，わ
れわれ研修医は鋭く追及された。
　当時，患者さんの生活背景や習慣に
それほどきめ細かく配慮する必要性を
主張する医師はほとんどいなかった。
そのような視点を有する日野原先生に
とって，「成人病」と呼ばれていた脳
や心臓の血管疾患，糖尿病，肥満，高
血圧などを「生活習慣病」と命名する

忘れ得ぬ言葉

福井 次矢
聖路加国際大学学長／聖路加国際病院院長

ことは当然であった。疫病のごとく広
がりつつあったこれらの病気のかなり
の部分は，一人ひとりが日常の生活習
慣を変えることによって予防ないし治
療できることを見事に言い表し，人口
に膾炙させ，国を挙げての予防と治療
につなげた功績は誠に大である。
「年を取ることは未知の世界，楽しい冒険」
　最近数年間は，加齢に伴うさまざま
な臓器の機能低下と医学生時代にかか
った肺結核の後遺症を背景に，先生は
短期入院を繰り返された。本年 3月の
最後の入院時には嚥下機能が著しく低
下していて，ご家族立ち会いの下，私

から「管を介する水分・栄養分の補給
を望まれますか？」「ご自宅での療養
を望まれますか？」と尋ねた。先生は
明確に，経管栄養を拒否され，自宅療
養を望まれた。そして，その後約 4か
月間，ご自宅で死に至る静かな時間を
過ごされた。好奇心旺盛な先生は，60

歳代の頃から「年を取ることは未知の
世界であり，こんな楽しい冒険はない」
ともおっしゃっていて，ご自分の死に
至るプロセスさえ客観的に観察されて
いたように思う。

●  2006年 7月，シュヴァイツァー病院訪問時，アフリカ・ガボンにて

 （2面につづく）
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　米国式のベッドサイド教育を日本に導入した
第一人者，「生活習慣病」の提唱で知られる予
防医学の推進者，「プライマリ・ケア」「POS」「タ
ーミナルケア」などの概念を広めたオピニオンリ
ーダー，看護教育に尽力した医師，地下鉄サリ
ン事件で陣頭指揮を執った病院長……。
　本号は，2017年7月18日に105歳で永眠された
日野原重明先生の追悼特集です。しかしながら，
これらの偉大なる業績を限られた紙面の中で語
り尽くすことはできそうもありません。今回は「日
野原先生と私」という個別の関係性の中から，
先生の医学界への貢献，人への愛と慈しみの軌
跡を，ここに残したいと思います。

ひのはら・しげあき氏●1911 年 10月4日生まれ。37年京都
帝国大医学部卒。41年聖路加国際病院に内科医として赴任。
51 年米国エモリー大留学。74～98 年聖路加看護大（現・
聖路加国際大）学長，92～96 年聖路加国際病院院長を務
めた後，聖路加国際病院名誉院長，聖路加国際大名誉学長，
学校法人聖路加国際大名誉理事長。2005年文化勲章受章。

本紙 3000号（2012年 10月 29日付）インタビューにて
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看護におけるクリティカル
シンキング教育
良質の看護実践を生み出す力
楠見　孝、津波古澄子
B5　頁162　2,500円　［ISBN978-4-260-03210-0］

誤嚥性肺炎の予防とケア
7つの多面的アプローチをはじめよう
前田圭介
B5　頁144　2,400円　［ISBN978-4-260-03232-2］

神経眼科学を学ぶ人のために
（第2版）
三村　治
B5　頁344　9,200円　［ISBN978-4-260-03218-6］

眼瞼・結膜腫瘍アトラス
後藤　浩
A4　頁176　12,000円　［ISBN978-4-260-03222-3］

高次脳機能がよくわかる
脳のしくみとそのみかた
植村研一
A5　頁136　2,800円　［ISBN978-4-260-03195-0］

脳腫瘍臨床病理カラーアトラス
（第4版）
編集　日本脳腫瘍病理学会
編集委員　若林俊彦、渋井壮一郎、廣瀬隆則、小森隆司
A4　頁232　19,000円　［ISBN978-4-260-03047-2］

〈Navigate〉
消化器疾患
石橋賢一
B5　頁458　4,200円　［ISBN978-4-260-03260-5］

臨床検査データブック
［コンパクト版］
（第9版）
監修　高久史麿
編集　黒川　清、春日雅人、北村　聖
三五変型　頁406　1,800円　［ISBN978-4-260-03435-7］

あなたの患者さん，
認知症かもしれません
急性期・一般病院におけるアセスメントから
BPSD・せん妄の予防，意思決定・退院支援
まで
小川朝生
A5　頁192　3,500円　［ISBN978-4-260-02852-3］

循環器Physical 
Examination
［動画・心音186点付］
診断力に差がつく身体診察！
山崎直仁
B5　頁188　5,000円　［ISBN978-4-260-03235-3］

〈ジェネラリストBOOKS〉
認知症はこう診る
初回面接・診断からBPSDの対応まで
編集　上田　諭
A5　頁264　3,800円　［ISBN978-4-260-03221-6］

腹部血管画像解剖アトラス
衣袋健司
B5　頁160　10,000円　［ISBN978-4-260-03057-1］

誰も教えてくれなかった
胸部画像の見かた・考えかた
小林弘明
B5　頁266　5,000円　［ISBN978-4-260-03008-3］
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　日野原先生との最初の出会いは，戦
後のGHQによる諸改革の流れのもと，
新たな看護教育制度のモデル校とし
て，日本赤十字女子専門学校と聖路加
女子専門学校との共同教育（1946～
1953年）がようやく軌道に乗ったこ
ろでした。聖路加国際病院の内科医長
であった先生は，1年次の解剖生理学
120時間，薬理学 48時間を担当され
ていました。教科書も参考書もなく，
耳慣れない専門用語を聞き漏らすまい
と，ただただ講義と板書を照らしなが
らノートに書き写したものですが，上
級生から「名講義」と申し送られた通
り，先生の授業はいつまでも記憶に残
るものでした。こうして，私が看護の
世界に足を踏み入れたその時から 60

年以上もの長きにわたって，幾度とな
く先生と直接お話しする機会を，『看
護学雑誌』や『週刊医学界新聞』紙上
の座談会・対談（写真）などで与えら
れたことはとても幸運でした。
　この夏，青山葬儀所での先生のご葬
儀に参列し，蝉時雨を浴びながら正面
祭壇の先生の穏やかな笑顔に触れ，毎
年，この季節になると「そろそろ研究
会の準備を」との電話をいただいたこ
とを思い出しました。研究会とは，昨
年まで 17年間続いた腹臥位療法推進
研究会です。「腹臥位療法は極めて論
理的でしかも庶民的な健康法」として，
「うつぶせ寝を 21世紀の国民運動にし
よう」と，その企画から運営までをご
一緒させていただきましたが，毎回そ
の効果をご自身の体験や患者さんへの
アプローチの結果を交えて話されたの

で，一般の参加者も満足されておりま
した。ただ，普及のテンポが遅く，看
護師が本気になって実践したらもっと
広がるはずともおっしゃっていました。
　それにつけても，先生の数多くの業
績の中で，時々の看護師の意識や実践
に与えられた影響は言葉では語り尽く
せません。とりわけ，あの東日本大震
災の直後に発信されたメッセージの底
に流れる，先生の愛に満ちた看護への
期待を裏切らぬよう，実践しなければ
ならないと思います。先生は，病を治
すことだけを第一義に置く医療だけで
は，人々の豊かな生を全うし難いこと，
そこで，誰にでも約束されるべき「日
常」という営みが将来にわたって守ら
れるためにも，看護師が主体的にケア
をすべきであり，「これからの看護は，
医療をも包含する，ケアという大きな
傘のもとで，ケア全体をその最前線で
牽引していくことが求められている」
と述べられました。この大きな課題の
重みを強く受け止め，その実現に向か
って全ての看護師が行動することこ
そ，先生の御霊を安んじることにつな
がると思います。

　日本の感染症の世界が微生物に偏り
すぎて，臨床感染症学という専門領域
が欠如していることを極めて早い時期
から憂慮されていた日野原先生は，筆
者が渡米する前から自宅にお招きくだ
さり激励してくださった。日野原先生
なくして筆者の帰国も聖路加国際病院
を起点とする教育活動もあり得なかっ
た。そしてその大恩に報いるどころか
落胆させることさえ多かった筆者を，
それでも赦し忍耐をもって接してくだ
さった日野原先生の思い出を僭越なが
ら書かせていただく。
　大所高所から日本の社会，医療界を
見渡し，大きな枠組みから発言し，学
会や行政，その他に影響を与える著名

な医師は，それなりにおられると思う。
そして日野原先生も間違いなく，その
お一人であった。
　しかし日野原先生のユニークさは，
その活動規模の大きさにもかかわらず
ベッドサイドの人であり続けたことだ
と感じている。一般的に医師は，その
役割・任務が大きくなるほど，現場か
ら遠ざかり，自然，泥臭いベッドサイ
ドの匂いが薄らいでいく。日野原先生
にはそれがなかった。正確にはお出来
にならなかった。身体をこごめるよう
にして，それでも臨床医の当然の仕事
であるかのように最後まで回診をなさ
る日野原先生。彼の周囲にはそのオー
ラに包まれていたい多くの若手医師・

ベッドサイドに捧げられた生涯

青木 眞
感染症コンサルタント

　日野原先生は多くの分野において多
大なご功績のある方だが，看護学発展
においてもしかりである。僭越ながら
私とのかかわりを紹介させていただき
たい。
　40年近く前，サンフランシスコの
ユニオン広場を見下ろすエレガントな
ホテルのレストランでランチをいただ
きながら，先生の壮大で多方面にわた
る夢を語っていただいたことから始ま
る。お話の終わりごろに，「博士課程
を終えたら聖路加看護大で働かない
か」とお誘いがあった。そして約 10

年間，日野原学長の下で，日本初の看
護学博士課程の開設，WHO協力セン
ターの誘致（写真），精神看護学の学
部・大学院の開設などにかかわった。
博士後期課程開設の折には，躊躇する
教員に向けては「私がまだ生きている
間に作らなくてはいけないよ」（先生
はあれから 30年は生きられた！）と
激励され，文部省の若い役人の前では
丁寧なお辞儀や対応の仕方を示してく
ださった。医学の権威であられた学長
が看護学博士後期課程の教育内容には
一言も注文を付けなかったことにあら
ためて気が付いた。看護学の専門性を
重んじてくださったエピソードは枚挙
にいとまがない。
　兵庫県から「大学を作るので来てほ
しい」と請われて，先生に相談した。
先生からは，「学長はまず夢を持つこ
と，それはすぐには理解されないかも
しれないが，言い続けること」という
はなむけのお言葉をいただいた。阪
神・淡路大震災が発生して間もない
頃，私は看護学の研究所を作りたいと
いう夢を持って先生に相談した。先生
はその夢を理解してくださって，寄付

金集めの委員会の委員長を務めてくだ
さり，研究所内に必要であった設備を
買うことができるようになった。
　ある時，日本看護協会出版会の社長
就任をお願いする役を持ってお尋ねし
た。「私は給料は要らないけど，引き
受けたら口は出すよ」と言われ，名誉
職に近いイメージでお願いに伺った私
たちは恥ずかしくて大汗をかいたもの
である。そして先生は見事に社長とし
て出版会を発展させてくださった。
　40年近いお付き合いのなかで，お
会いするたび先生は新しい夢とそれを
実現するための手だてを語って聞かせ
てくださった。多くのご著書のあるな
かで，私が先生の息遣いを一番感じる
のは『十代のきみたちへ――ぜひ読ん
でほしい憲法の本』（富山房インター
ナショナル）である。感動した私が差
し上げたお手紙へのお返事には「あな
たは心の同志」というお言葉があり，
30歳若い私は「夢追い人たれ」と併
せて「いのちと平和への挫けぬ心のあ
りよう」の教えとともに生きる覚悟を
いただいた。
　日野原先生に深い感謝を捧げます。

「夢追い人たれ」の
お言葉とともに
南 裕子
高知県立大学特任教授／兵庫県立大学名誉教授

●  1990年，聖路加看護大が看護分野で初め
てのWHO協力センターとなる（左端が日
野原氏）

医療従事者の姿が常にあった。
　ベッドサイドの医師は本能的に同類
を嗅ぎ分ける。その代表者でいらっし
ゃった日野原先生は L. ティアニー先
生を米国から探し出し日本に紹介して
くださった。ティアニー先生の「ベッ
ドサイド」ティーチングは今日も日本
全国で続いている。この一例だけでも
日本の臨床現場に与えた功績は計り知
れない。渦中の新専門医制度の問題の
本質が「ベッドサイド」の欠如にある
ことを思うとき，卒後臨床研修や内科
専門医制度の立ち上げに尽力なさった
日野原先生に，もっと活躍していただ
きたかったと思うのは筆者だけではな
いだろう。
　権力に媚びず，ひたすらその生涯を
ベッドサイドに捧げられた，日野原先
生の視線は医師以外の，看護師を含む
他の医療従事者にも平らに行き渡り，
Nurse Practitionerといった職能の紹

介・導入にもつながった。その温もり
は現代医療から見放されやすい末期が
ん患者にまで及んだ。ホスピスで演奏
されるのだろうか，旋律が讃美歌にも
似る，日野原先生ご自身が作られた曲。
その楽譜を同乗させていただいた車の
中で楽しそうに披露してくださった先
輩キリスト者でもある日野原先生の温
もりに，短い時間ながら不肖の弟子と
して触れる機会が与えられた，その僥
倖を思う。

先生の寄せた
看護への期待を胸に
川嶋 みどり
日本赤十字看護大学名誉教授／健和会臨床看護学研究所長

● 「先生からいた
だいた手紙が，
帰国を諦めてい
た私に，日本の
感染症を，より
臨床的にする機
会を与えてくだ
さいました」（青
木氏）

● 『週刊医学界新聞』創刊 2500号記念対談
にて
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　色紙（写真）の言葉は，私の中に生
き続ける日野原先生の存在そのもので
あり，生き方のモデルでもあります。
6月まで届いた「書斎から」のメール
が今も届きそうです。
　出会いから半世紀。私の歩みは先生
に学び，導かれ，支えられ，活かされ，
臨床や教育の中で「創（はじ）めるこ
と」にチャレンジできたのです。先生
との出会いがなければ，私は異なった
人生を歩んでいたと思います。
　日野原医長の下，聖路加国際病院の
内科病棟でヘッドナースとして勤務し
た私は，チーム医療実践の中で，看護
の喜び・楽しさを深めました。1971

年に聖路加看護大の教員になってから
も，病棟で学生やスタッフと共にケア
を行う中で教育ができたのも聖ルカの
文化でした。
　1972年，米国から帰国直後の日野
原先生は，POS（Problem Oriented Sys-
tem；問題志向システム）を熱く説き，
入院中だった橋本寛敏学長（当時）の
記録を「明日から問題志向型記録で書
く」と指示しました。私の記録も「と
ても良いよ」と褒めていただき，この
ときから私も POSに取り組むことに
なりました。
　1973年，先生はライフ・プランニ
ング・センターを設立し，医学・看護
教育の刷新をめざし国際セミナーや
ワークショップ（WS）を開催しました。
1976年，マックマスター大から Ha-
ward Barrowsを迎えたWS「模擬患者
養成と問題志向型学習・PBLによる
教育の刷新」は 3泊 4日で行われ，参

加者 35人には実践成果の発表が課さ
れました。私は，うっ血性心不全で入
退院を繰り返していた日野原先生の担
当患者さんを「Written patient（模擬患
者）」として Sequence of eventsと共に
発表し，その後の教育にも影響を与え
たひとつです。この発表会に参加した
20人を中心に 1979年，POS研究会
（現・日本 POS医療学会）が発足し，

39年間続いた学会は日本の診療記録
に大きな変革をもたらし，今年，発展
的に解散することになりました。
　日野原先生から特に多くを学んだの
は，毎週火曜日早朝からの教育回診で
す。21年間参加し，系統的な考え方
や意思決定の在り方なども学びました
が，先生の人間性，医師としてのモラ
ル，瞬時に患者の信頼を得て深くかか
わる術は何よりも見事でした。視診，
聴診，触診はベッドに横座りになり，
柔らかで温かな太い指で丁寧に。肝臓
の診方は独特で，触診と聴診で濁音界
を明らかにし，医師やナースに「やっ
てごらん。聴いてごらん」と教えまし
た。この回診も“全人的ケア”そのも
のでした。
　書き尽くせない思い出があります
が，二人の写真は笑顔通り先生のお人
柄を表す一枚です。この時，聖ルカの
重要な人事も話し合われていました。
　先生は常に先見性と革新性をもって
教育と実践の中で信念を貫き，先生の
お人柄と生き方に魅了された多くの
人々を活かし，確実に医学・看護教育
と実践を変革・刷新なさったのです。

　私の在米生活が 10年ほどたった
1970年の終わりごろから，学会など
に招かれ日本を訪ねる機会があるよう
になった。米国の大学で内科のキャリ
アで活動していた私にも日本の友人た
ちが少しは注目し始めたのかもしれな
い。また，日本から米国の学会での研
究発表が増え始め，会場でも旧友によ
く出会うようになっていた。
　思いもかけないいきさつで，その数
年後に私は帰国することになった。日
米の医学教育の改革などについて，日
野原先生と意見を交わす機会を持つこ
とができた。いまから 30余年も前の
話である。先生は，「黒川さん，私の
車で次の場所まで送らせるから，遠慮
しないで」と言ってくださるので，先
生のお車を使わせていただいたことが
何度もある。
　大きなゆったりした車の先生の座席
の前には，椅子の背もたれに付いた小
さなテーブルがあり，ものが書けるよ
うになっている。横の席にはいくつも
の本が置いてある。これらの本を手に
取ってページをパラパラとめくってみ
ると，先生は確かに読んでおられるの
だ。これには驚き，敬服した。
　あれだけ何冊もの本を著わし，毎年

年末年始にはボストンなどを訪問し
て，米国の医療・医学教育の報告を『週
刊医学界新聞』などに書いておられた。
頭が下がる思いで何回か先生のところ
を訪ねた。
　80歳を超えてもお元気，90歳を超
えてもお元気。先生は米国の医学教育
や診療現場での変化についての私の問
い掛けに答える十分な知識を持ってお
られた。私の周りには大学関係者も多
いのだが，世界の医学教育・研修の変
化の潮流を知らない方たちも多く，何
かあるたびに，「いつも先生のような
ご長老に意見を伺うなんて，ちょっと
変ですよね」とお話ししたものだ。
　その私も，いつの間にか当時の日野
原先生に近い年齢になっている。私に
は出る幕などないような時代にならな
ければいけないのだが，世界の潮流を
身をもって体験し，実感を持って感じ
取れる医学周辺の教育者があまりにも
少ないのが気になる。
　グローバル時代のさなか，新興アジ
ア諸国が台頭する中で，日本の大学の
存在が徐々に薄れているのが私の大き
な懸念だ。医学部も例外ではない。以
前からのことなのだが，特に医学教育
は，かなり遅れている。

● 日野原氏から贈られた色紙

●  1992年 8月，ボストン郊外のコテージにて

 （4面につづく）

愛すること，創めること，
そして耐えること
岩井 郁子
聖路加国際大学名誉教授

Great man, Great life.

ローレンス・ティアニー
カリフォルニア大学サンフランシスコ校教授

　1991年のある日，私のオフィスの
電話がなりました。電話の主は大学の
医学部長です。「ちょっと来てくれな
いかい？　今，日本から友人が来てい
て，教育者としてふさわしい総合内科
医を日本に招聘したいと言うんだよ」。
これが後に私の人生を変えることにな
る，日野原先生との出会いです。
　私は日野原先生を自宅に招いてラン
チを共にしました。妻が作ったチキン
サラダ・サンドイッチを食べながら，
日本の内科研修は専門分野に偏ってい
ること，全ての内科医に総合内科の教
育が必要であることを彼は語りました。
　翌 92年，私はサバティカル（研究
のための長期休暇）を利用して日本を
初めて訪れることになります。聖路加
国際病院と国立東京第二病院（現・東
京医療センター）をベースに，日本各
地の医療機関で指導を行いました。こ
れらは全て，日野原先生のアレンジで
す。「休みの日に京都に行きたい」と
言ったら，車で東京駅まで連れて行っ
てくれたこともありました。それだけ

でなく，駅のホームまでついて来て車
両と座席を教えてくれた。既に 80歳
を過ぎていたはずですが，greatな人
です。それ以降，今日に至るまで，私
は毎年のように日本を訪れるようにな
りました。黒川清先生や青木眞先生を
はじめとする友人との出会いも，日野
原先生によってもたらされました。
　日野原先生とのエピソードで覚えて
いるのは，毎週欠かさず行っていた教
育回診です。患者さんはまるで礼拝の
ような面持ちで彼の診察を受け，その

存在そのものに癒されているのが見て
取れました。
　青木先生と一緒に行った症例検討会
（写真）も印象深いです。心臓の聴診
に関して「全てのⅢ音は病的（patho-
logical）である」と私が説明したら，
最前列に座っていた日野原先生が「ち
ょっといいですか」と言って突然立ち
上がったのです。そして，既に 100歳
を超えていたはずですが会場に響きわ
たる明瞭な声で，例外的に病的ではな
いⅢ音があることを解説し始めた。あ

● 『JIM』誌公開収録シリーズ「ティアニー
先生の診断道場」（2012年 11月，医学書院）

れには本当に驚かされました。
　日野原先生は，日本の医療制度改革
や医学教育の刷新に多大な貢献をしま
した。これほど偉大な業績を残した人
は，米国にもいません。そして人間と
しても魅力的でした。謙虚で勤勉で，
全ての人に寛容な心で接した。医師と
してはもちろん，一人の人間としても，
素晴らしい人生（great life）を歩まれ
ました。

世界の医学の潮流を
感じ続けた教育者
黒川 清
東京大学名誉教授／政策研究大学院大学名誉教授／
日本医療政策機構代表理事
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　私と日野原先生との最初の接点は，
かつて父が診療していた頃の松村医院
の書斎にある。『プライマリ・ケアと
は何か――医療への新しいアプロー
チ』と，『プライマリ・ケア医学――
包括医療実践のために』（ともに医学
書院）。聖路加国際病院でインターン
をした父と，同じ病院で看護師として
働いていた母が結婚後二人でやってい
た小さな町の医院の書斎にその 2冊は
あった。地方大学で学んでいた私は，
この 2冊の本によって当時大学では聞
くことのなかった「プライマリ・ケア」
という言葉を知った。インターネット
もない時代，実家に帰省するたび，父
の書斎に潜り込んではまるで秘密の書
であるかのようにこれらを読み，プラ
イマリ・ケアを学んだ。そして，私が
めざす医療はここにある，と確信した。
前書の訳者（著者はジョン・フライ），
そして後書の編著者が日野原先生であ
る。そのころの先生は，後にプライマ
リ・ケアの道へ進むことになる私の前
方，遥か彼方にいた。
　その後，紆余曲折を経ながらも，総
合診療という名のもと辛うじてプライ
マリ・ケアにかかわっていた私が日野
原先生と再会したのは，その小さな診
療所を引き継いだ 2000年ごろのこと
であった。プライマリ・ケアを追求し

ていた父が病で倒れ，急遽診療所を継
承して必死で診療を続ける私に対し，
日野原先生は「外来診療刷新のための
セミナー」や，「聖路加／ハーバードメ
ディカルインターナショナルプライマ
リ・ケアセミナー」など，これらのプ
ライマリ・ケアをめぐるお仕事に声を
掛けてくださった。
　「松村先生，君の家は私の家の近く
だろう，一緒に乗って行こう」。近所
にお住まいということもあって，しば
しばこれらの会場への道中を二人でご
一緒させてもらった。すでに『生き方
上手』（ユーリーグ）をはじめ一般書
でもベストセラーを連発していたころ
である。「先日渋谷駅を通り掛かった
ら，先生のお顔をラッピングしたバス
が走っていましたよ！」とお伝えした
ら，「そう，僕はまだ見ていないんだ，
どんな顔だった？」と逆に笑顔で聞か
れたのを覚えている。当時車中でお話
ししたことのほとんどは，今から思え
ばたわいない話ばかりだったが，その
柔軟な発想や，旺盛な好奇心を前に，
まるで年齢も経験も超越した，旧友と
話しているような気持ちになったのを
覚えている。
　まだ日野原先生の生涯の半分にも達
していない私に，先生が残した宿題は
大きすぎ，私だけで担うことは不可能
である。しかし日野原先生のプライマ
リ・ケアにかける志の一端を引き継
ぎ，先生のように，人々に希望を与え，
そして明日をつくるこれらの活動に，
先生に導かれてプライマリ・ケアに足
を踏み入れた一人として，少しでも長
くかかわっていきたいと思っている。

　日野原先生との出会いは聖路加国際
病院に入って，忘れもしない新入職員
に向けたプレゼンテーションでした。
不届きものながら先生を存じ上げずに
神戸から上京した“いち田舎者”にと
っては，「Mayo Clinicみたいな病院を
作りたいんだ！」という異常に熱いプ
レゼンテーションは衝撃でした。10

年以上たった今でも，そのときの熱量
を感じることができます。
　先生は本当に気さくで，突然お邪魔
したときでも嫌な顔ひとつせず，いろ
いろな話を聞かせてくださいました。
いくつもの伝説が語られていると思い
ますが，やはり同じ循環器内科医とし
て，「カリウムを飲んだ」話，「深夜の
食道心音図記録」の話は衝撃でした。
マッドサイエンティスト（笑）と呼ば
れてもおかしくないかと思うぐらい，
ただただ医療に真摯に向き合うという
ことを繰り返してこられていたんです
よね。回診では患者さんへの優しい気
持ちと，科学者の姿勢を持って，誰に
も分け隔てなくお話しされている背中
に医師としてのあるべき姿を学びまし
た。
　山内英子・照夫先生夫妻，秘書の山
本恵美子さん，聖路加国際大のチャプ
レンの皆さんと日野原先生のご自宅へ
お伺いする中で（写真），人として生
きることの意義，表面のみではない優
しさ・祈り，医師としてだけではなく，
“ひとりの人”としてそれらにどう向
き合うかということを勉強させていた
だきました。今，いち医師として Sci-
enceおよび Artをもって患者に接する
ことに，臨床医として強いミッション
＝使命を感じています。
　私が聖路加国際病院の紹介をすると

き，いつも決まって「あのおじいさん
先生のところでしょ？」ということを
言われていました。ただ，こういう表
現が使われることは，きっとどこかで
なくなるんだなぁと寂しく思います。
日野原先生からの溢れんばかりの昔
話，感謝の一言一言，くしゃくしゃに
しながら笑った顔。これらの記憶はベ
ッドサイド・ライブラリー（本紙 3227

号）や，葉っぱのフレディなどのミュー
ジカル，聖路加国際病院での臨床と研
究といったものに少しずつこっそり残
されていくことかと思います。日々の
ふとした瞬間にこれらがふわっと広が
るようなカラフルな瞬間を楽しみにし
ています。
　日野原先生は人として本当に素晴ら
しい生き方をされていたように思いま
す。先生がそのように生きることがで
きたのも，秘書の方々をはじめとした
周りの人々や，ご家族の方々の献身的
な支えがあったからだと思います。皆
さん，本当にお疲れ様でした。
　先生はきっといつも祈ってくださっ
ているように思います。“全ての方々
に穏やかな気持ちが与えられますよう
に”と。

先生の祈りをそばで感じて

水野 篤
聖路加国際病院循環器内科

　私は，日野原先生の聖路加国際病院
院長代理時代から 100歳になられた年
まで，その間私事で数年の休みはあっ
たが，長きにわたり病院と自宅の秘書
として仕事をさせていただいた。
　院長室から先生のご自宅の書斎に移
った当初は，とても優雅な毎日であっ
た。原稿の清書の他，医学書院発行の
内科雑誌『medicina』に当時連載され
ていたウィリアム・オスラーの伝記
『The Life of Sir William Osler』（Harvey 

Cushing）の翻訳とその調べものが中
心だった。『medicina』の連載が終わ
ってから先生は，オスラーの言葉を医
学の論文の原稿の端々に用いられてい

た。そして毎日のお忙しい診療の合い
間にオスラーの文献をよく読まれてい
て，オスラー関係のファイルを先生と
一緒に整理したことは忘れられない。
『平静の心――オスラー博士講演集』
（医学書院）とその脚注を英訳した
『Osler’s “A Way of Life” & Other Ad-
dresses, with Commentary & Annota-
tions』（デューク大出版部），『医の道
を求めて――ウィリアム・オスラー博
士の生涯に学ぶ』（医学書院）の一連
の出版，日本オスラー協会の発足，米
国オスラー協会への参加は，数多くの
先生のお仕事の中心であった。
　日野原先生は 75歳を過ぎたころか

● 「先生はよく，医学生への講演で“Not four 
years, but forty years”とおっしゃってい
ました」（岸野氏）。生涯学び続けた日野原
氏らしい言葉である。

● 「日野原先生がいらっしゃらなかったら，
今の私たち夫婦は存在していません。今度
は先生の思いを私たちが継承していく番で
す」（山内照夫氏）

●  1981年に出版された 2冊

らさらにアクセルを踏まれたように，
執筆活動に精励された。締め切りを過
ぎた原稿を先生は「借金」と言われた。
毎週金曜日には 10件以上の「借金リ
スト」を書斎の机の上に置いて帰宅す
るのが，私のお決まりだった。そして
月曜日に，大きく「×」を付けられた
リストと週末に書かれた原稿が残され
て，私が清書に取り掛かるというシス
テムであった。
　1995年の地下鉄サリン事件の日も
同様だった。先生の残された原稿を午
前中いっぱいで清書し，院長室に
FAXを送って昼食にした。奥様とテ
レビで先生の記者会見を見て，書斎に
戻ると，FAXで先生の訂正が加わっ
た原稿がいつも通りに戻ってきてお
り，急いで訂正し，その日締め切りだ
った原稿を出版社に送って「借金」を
返した。また，その夜には，先生から
電話で「今，病院からの帰りの車です。

今晩は急ぎの原稿を書かなくてはなら
ないのか」と電話があった。「今晩は
どうぞごゆっくりお休みください」と
言う余裕もなく，急いで「借金リスト」
を先生に申し上げた。日野原先生はオ
スラーの教え通り，いかなる時も常に
心は「平静」であった。

プライマリ・ケアの道へと
導かれて
松村 真司
松村医院院長

先生と共に返し続けた
「借金リスト」
岸野 めぐみ
元・秘書／清泉女子大学文学部スペイン語・スペイン文学科研究生
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　日野原重明先生には，1955年の「週
刊医学界新聞」創刊当時より数々の企
画にご参画いただきました。1959年
には，「ぷろふぁいる」という人物紹
介欄に初めて写真付きで登場されてい
ます。恐らくは編集部執筆と思われる
その記事の中で，「むずかしい事柄を
実に解り易く表現する文章，それは単
に文章技術の問題ではなく，臨床にお

ける氏の実力によるものであろう」（本
紙第 350号）と評されています。その
コラムの結語では，半世紀後も変わる
ことない先生の姿が描写されます。「臨
床と執筆に追われるような日常，タク
シーの中でも筆を取る――この逸話
は，聖ルカ病院では有名である。しか
し日曜日にでも，田園調布にある自宅
を訪れると，時たま，ショパンの曲が

静かに流れてくることがある。このピ
アノ，それが忙しい氏の唯一の趣味」。
　日野原先生は年末の休暇を利用する
などして定期的に米国を視察し，病院
経営者や医学部教授らとの情報交換を
踏まえた医学・看護学・医療事情の最
新動向を，短期集中連載として本紙に
ご寄稿してくださいました。この名物
企画は 1978年に始まり，2007年まで
断続的に掲載されました。2007年当時
の日野原先生は 95歳。5日間の訪米で
11人との面談を済ませ，「帰国後に報
告する予定の 5日間のボストン滞在の
印象を，記憶の新しいうちにと思って
走り書きしていたら，午前 5時になっ
た。午前 6時には Rabkin教授の車で
ホテルを出て，午前 8時発のユナイテ
ッド・エアラインでボストンを発ち，
日本には元日の夕刻に成田空港に着い
た」と記しています（本紙第 2726号）。
　座談会・対談・インタビューに限っ
て数えてみると，45回ご登場いただ
いています。もちろん最多記録です。
日野原先生がご参画された座談会・対
談を，わずかですが挙げてみます（テー
マに続く括弧内は他の出席者，敬称

略）。テーマは近代科学からプライマ
リ・ケア，ホスピス，臨床疫学，診療
録にまで及びます。幅広い知識や進取
の精神に改めて驚かされるとともに，
医学・医療の革新の軌跡を垣間見る思
いです。
・科学・哲学・医学（武見太郎）
・医学の進歩と医療の原点（山村雄一）
・ 英国の医療とプライマリ・ケア（J. 

フライ，小林登，紀伊國献三）
・ 全人的医療とホスピス（R. G.トワイ
クロス，B. M.マウント，植村研一）
・ 「臨床疫学」の目指すもの――米国
の臨床疫学の第一人者・Dr. Fletcher

夫妻を迎えて（R. フレッチャー，S. 

フレッチャー，福井次矢）
・ POSの発展をめざして（L. L. ウィー
ド，紀伊國献三，森忠三，片田範子）

　2011年には，日野原先生を講師に
迎えて，医学生対象のセミナー「この
先生に会いたい !!」を開催しました。
講演テーマは「医師になるための基本
的な学生時代の生き方」。先生ご自身
の貧しかった生い立ちから話は始ま
り，敬愛するウィリアム・オスラー博
士の生涯や格言，医学以外の一般教養
の重要性を力説されました。「皆さん
はまだ医学生ですから，自分のことで
精一杯かもしれません。でもいつの日
か，誰かのために生きてほしい。病む
人に対しての Art of medicineを忘れな
いでほしい」。「これから皆さんが得る
であろう資格や実力の多くは，自分の
努力だけではなく，人から与えられる
ものなのです。謙遜の徳を大切にして
ください」。あの時の参加者の皆さんは
既に医師として活躍されていることと
思いますが，これらのメッセージをき
っと覚えておられるに違いありません。
　実はその日，日野原先生は病み上が
りでした。1週間前から発熱があり，
インフルエンザの診断を受けて聖路加
国際病院に入院していたそうです。「医
師に絶対安静の忠告を受けたにもかか
わらず，その間に 2 回の日帰り出張講
演をこなし，週末には医学生と語り合
えることを楽しみにしていた」と，当
時の秘書・岸野めぐみさんが打ち明け
てくれました。講演のスタート時はさ
すがに体調が優れない感じでしたが，
医学生と話すうちにどんどん元気にな
っていくのが伝わってきました。講演
後の懇親会では，百寿の前祝いとして
医学生からの寄せ書きを手渡しまし
た。突然のプレゼントに，日野原先

生は両手を突き上げて“Go! 

Go! Go!”とサプライズ返し
をされました。一瞬の沈
黙の後，会場が爆笑の
渦に包まれた瞬間が，
昨日のことのように思
い起こされます。
　日野原先生のおかげ
で，今の「週刊医学界
新聞」があります。これ
まで本当にありがとうござ

いました。

本紙第 1424号「これからのプライマリ・ヘルス・ケア」（H. T.マーラー，紀伊國献三） 本紙第 1479号「科学・哲学・医学」（武見太郎）

【写真左】本紙第 2928号「この先生に会いたい !!　公開収録版　日野原重明先生に聞く」／【写真右】講演後の懇親会にて“Ｇｏ！　Ｇｏ！　Ｇｏ！”

本紙第 350号「ぷろふぁいる」

追
悼
特特
集集集集集集集集
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追 悼 　 特 別 編 集

日野原先生と医学書院のつながりは深く，単行本だけでも250点近くの出版にかか
わっていただきました。ジャンルも多彩であり，ご専門領域の内科学書はもちろんの
こと，ターミナルケアやプライマリ・ケア，生活習慣病などの先駆的概念をわが国に
紹介した書籍も数多くあります。
本号では書評欄の特別編集として，日野原先生の壮大な著作物のうちの数点を，発行
に至るまでのエピソードも交えながらご紹介します。

高等看護学講座
橋本 寛敏●監修

医学書院　1952年初版発行

　第二次世界大戦後，GHQのもと，
わが国の公衆衛生および医療制度の改
革が推し進められた。看護業務の刷新
を企てる GHQは，公衆衛生福祉部に
看護課を設置。看護職
の資質向上を図った。
ただし，看護学教育の
テキストは皆無という
時代。その教育内容を
周知する目的で始まっ
たのが，『看護学雑誌』
の連載「看護学講座」
である。同連載におい
て日野原氏は解剖・生
理学の項の執筆を担当
している。当時の肩書には「聖路加女
子専門学校」とあり，非常勤で解剖・
生理学や診断検査法，英語や音楽の指
導も担っていたという。
　この連載は後に，『看護学講座』（全 17

巻）を経て『高等看護学講座』（全 30巻）
へと発展。日野原氏は「医科学概論」「解
剖・生理学」「薬物学」などの巻を担
当し，主要著者として活躍している。
　「解剖・生理学」の初版序文におい
て，日野原氏は以下の檄文を記してい
る（旧字・旧仮名遣いは改めた）。
　「日本の看護婦が米国等の看護婦に
比べて学問的にも，また社会的にもは
なはだ低いレベルにあったことは，教
育制度の不備，医師の無責任さ，なら
びに社会一般の看護に対する認識不足

によるのである。看護婦が医師のよき
介助者として，病人を看護し，社会に
おける病気の予防，保健の増進に寄与
し得るためには，もっともっと高く教

育されなければならな
い。末梢的な，間に合
わせの知識のはしくれ
しか与えられなかった
古い教育の殻を打ち破
って，本当の意味の専
門教育をなすことが必
要である。しかしこの
専門教育というのは，
医学生の教育とは趣き
を全く異にすべきもの

である。不完全なまがいものの医師を
養成するのではなくして，完全な看護
婦を養成することが目的である。した
がって，用いるテキストとしては，在
来のもののごとき，単に医学書を簡単
にしたようなものでは不適当である」
　初版刊行の 1952（昭和 27）年当時に，
これほどの情熱を持って看護職の養成
に取り組む医師がどれほどいただろう
か。
　本講座は，発行後間もなくして教科
書として高い評価を得ることになり，
数年おきに改訂を重ねた。その後に再
編され，1968年には『系統看護学講座』
が誕生する。以来今日に至るまで，教
科書の“定番”として全国の看護師養
成施設で採用されている。

戦後の看護学黎明期を支えた，
『系統看護学講座』の源流

年鑑として不動の地位を得るに至った。
　日野原氏の盟友であり，1973年版
より同書の編集に携わった阿部正和氏
（慈恵医大名誉教授）は，25年間にわ

たり編集会議に同席し
た日々の思い出を，次
のように述懐してい
る。「会議の最中に，
いつの間にか日野原先
生がうたた寝をなさっ
たのを垣間見た瞬間で
ある。定めし日中のお
仕事が多忙でお疲れに
なっていたに違いない
と思っていた。そうこ
うしている内に，出席
者の一人が先生に向け
て質問の矢を放った。
するとどうであろう。
今まで居眠りをされて
いるとばかり思ってい

た先生が，そんな素振りを全くみせず，
さっと眼を見開き，当意即妙，きわめ
て的確な回答をなさったではないか」
（本紙第 2763号特別寄稿「『今日の治
療指針』第 50巻発刊によせて」）。
　日野原氏は，1998年版までの約 40

年間にわたり『今日の治療指針』の編
集に携わることになる。編者を退いた
後も本書への思い入れは変わらず，「血
管とともに老いると言うけど，僕は『今
日の治療指針』とともに老いる」と冗
談めかして語られていた。

　米国エモリー大留学時に日野原氏
は，『Current Therapy』（W.B.Saunders）
に着目する。1949年に創刊された同
書は，診断と治療の指針が簡潔にまと
められており，米国の
医師の必携書としての
地位を確立しつつあっ
た。「米国の『Current 

Therapy』に相当する
本が日本にあると有益
だろう」。そう考えた
氏は，帰国後まもなく
して医学書院に企画を
提案する。これが，後
にベストセラーとなる
『今日の治療指針』誕
生の経緯である。
　日野原氏から，石山
俊次（関東逓信病院外
科部長），渡辺良孝（東
京厚生年金病院内科医
長）の両氏（肩書きはいずれも当時）
に編集の任を依頼し，創刊号の編集作
業が始まった。内科・小児科を中心に
疾患数は 285，執筆者は 250人，496

頁という当時としては壮大な規模の難
事業であったが，章立てや目次立てに
熟考を重ねて 1959年に創刊された。
　原則として毎年執筆者を新たにし，
“私はこう治療している”という執筆
者自身の治療指針を示すというコンセ
プトは発行当初より支持され，創刊翌
年の 1960年版が 1万部を突破。治療

自ら企画を持ち込み，
生涯携わったベストセラー

平静の心　オスラー博士講演集
William Osler●著
日野原 重明，仁木 久恵●訳

医学書院　1983年初版発行

　日野原氏が聖路加国際病院に赴任し
た1941年，太平洋戦争が勃発。終戦後，
日本は GHQに占領され，病院も接収
されることになった。
日野原氏は東京都から
借り受けた病院で診療
を続けながら，米国の
陸軍病院が整備した図
書館に通い詰めるよう
になる。そこで米国の
医学書や雑誌を貪り読
む日々の中で知ったの
が，やがて生涯の心の
師となるW.オスラー
の存在だ。
　やがて，陸軍病院の
バワーズ軍医大佐から
人づてに講演集を譲り
受ける。ますますオス
ラーに傾倒していく日
野原氏は「オスラーを
日本の医学界に紹介したい」と決意。
雑誌連載など 10年にわたる翻訳作業
を経て出版されたのが本書である。

　内科学全般への幅広い関心，医学・
看護学教育への情熱，哲学・文学に対
する造詣など，両氏の共通点は数え切

れない。序文の中で日
野原氏は「私が，臨床
医として生き，医学を
研究し，医学を教える
立場に立って働いてい
く上で，強烈なインス
ピレーションと，今日
の仕事に全力投球でき
る力を与えてくれたの
は，この本に示された
オスラーの言葉であ
る」と語っている。
　本書刊行の 1983年
に日本オスラー協会を
発足させたほか，本書
脚注の英訳や伝記の出
版にも取り組んだ。“平
静の心（Aequanimitas）”

を座右の銘とした日野原氏の哲学を知
る上で，示唆に満ちた一冊である（現
在も新訂増補版として発行）。

生涯の心の師・オスラーと，
その思想の伝道者による

記念碑的著作

今日の治療指針
石山 俊次，日野原 重明，渡辺 良孝●編

医学書院　1959年初版発行



2017年10月2日（月曜日） 週刊　医学界新聞 第3242号　　（7）

　日野原・阿部両氏の示唆を受け，
『Current medical diagnosis and treat-

ment』（McGraw-Hill）に着想を得て構
想されたのが『新臨床内科学』である。
従来の内科学教科書
は，高名な大学教授が
教室員や関連病院の医
師に声を掛けてまとめ
あげるのが通例であっ
た。本書はその慣行を
破り，全国から領域ご
とに新進気鋭のエキス
パートに執筆を依頼。
総勢 133人の執筆陣に
よる，内科学のエッセ
ンスが凝縮された一冊
となった。1959年以
降，『今日の治療指針』
の編集を続けてきた日
野原氏の人脈と慧眼の
賜物とも言えるだろう。
　『今日の治療指針』の姉妹編として
位置付けられた本書は，他の分厚い内
科学教科書とは異なり，「ベッドサイ
ドですぐに役立つ内科学の知識」を簡
潔にまとめた点に特徴がある（初版は

B5判 866頁，8500円）。また，総論
部分において「新しい診療記録の方法」
「水と電解質の障害」「眼底のみかた」
などの章立てが並ぶのは，文字通り「新

しい臨床内科学」を提
唱しようという編者ら
の強い意図がくみ取れ
る（日野原氏は 1955

年，単著『水と電解質
の臨床』を医学書院よ
り出版。その序文にお
いては，わが国の臨床
医に水・電解質の基本
的知識が不足している
点を既に指摘してい
る）。
　初版は医学生・研修
医を中心に高い評価を
もって迎えられ，当時
ほとんどの医学生は内
科実習の際に本書を携

帯していたという。早くも 2年後（1976

年）には医師国家試験への対応を強化
した改訂版が出され，医学教科書の在
り方にもひとつの方向性を示した。現
在は第 9版まで版を重ねている。

「ベッドサイド」内科学の
型破りな教科書

POS――医療と医学教育の革新のための
新しいシステム
日野原 重明●著

医学書院　1973年初版発行

　L.L.ウィード（本年 6月に逝去）が
POS（Problem Oriented System）を 提
唱し，1969年には著書『Medical Re-
cords, Medical Education and Patient 

Care』が出版された。
日野原氏はウィードの
論文や著書に目を通し
て POSのアイデアに
共感したものの，実践
の方法については当初
懐疑的であったという。
　一方米国では，心臓
病学の大家であり医学
教育に熱心であった
J.W. ハーストが POS

の普及活動を始めてい
た。旧知の間柄である
ハーストのもとを訪れ
た日野原氏は，POS

の導入が日常診療や医
学教育を革新するとの
結論に至り，1973年に本書を出版す
る。その序文においては，「私の今日
までの，かなり長い内科臨床の経歴の
終り近くになって，私の医療に対する
考え方を，大きく転換させる動機づけ
になった」とまで述べている。なお，

赤色の表紙は日野原氏の要望で，“革
新”の意図が込められている。
　ウィードを囲んでの「週刊医学界新
聞」座談会（第 1531号）において日

野原氏は，ウィードの
POSにかける熱烈な
想いを使徒ヨハネに例
えている。日野原氏も
また，関連書の出版や
POS研究会（後の「日
本 POS医療学会」）の
発足など，POS の普
及にかける情熱は終生
衰えることがなかった。
　POS は，ともすれ
ば SOAPによる問題解
決技法に焦点が当てら
れるが，その本質は「1

患者－1カルテ」を基
本とした全ての医療職
の患者情報の共有であ

る。電子カルテ導入で医師も看護師も
記録に忙殺される今こそ，再読すべき
書と言えよう。本書の精神は，『電子
カルテ時代の POS』（日野原重明監修・
渡辺直著，医学書院）に引き継がれて
いる。

半生をかけて普及に努めた
「革新」のためのシステム

　今でこそ看護教育においてフィジカ
ルアセスメントは専門職として必須の
知識・技術であるとされている。これ
は，問診・視診・触診・聴診・打診の
技術を医師専用のもの
とせず，看護師がより
よいケアをする上で患
者情報の一つとして活
用するものと言える。
こうした考え方をいち
早く広めようとした先
駆者も日野原氏であっ
た。
　1978年に発行され
た本書序文には，「本
書が，恐らくは日本の
看護界に，そしてまた，
日本の医療界に大きな
波紋を投げかける一石
となることを予測し，
その波紋を最も敏感に
感じとられるナースの方々が，大いに
動機づけられて新しいナーシングへの
道を前進されることを希い，この書を
出版するものである」と宣言している。
本書が出版された後，日野原氏はその

考えを広めるためにセミナーを提案。
全国各地を自ら講演して回ったとい
う。ただし，日本の看護教育の中にそ
うした考えが根付くのに 30年以上の

歳月が必要とは思って
いなかったのではない
だろうか。
　医師の専断事項であ
ると思われていた「診
断」を銘打ったナース
向けの本を出すこと
に，出版社内でも企画
の是非について厳しい
議論があった。思い余
った編集担当者が日野
原氏に相談に行ったと
ころ，「法律はね，現
実を追認するために後
から付いて来るんです
よ」と言ったというエ
ピソードは，氏の革新

性を物語っている。
　本書は，『フィジカルアセスメン
ト――ナースに必要な診断の知識と技
術』と改題され，今でも多くの看護師・
看護学生に愛読されている。

　日野原先生のロールモデルであるW.オスラーは，「諸君の仕事のゆうに 3分の 1は，
専門書以外の範疇に入るものである」として，よい医師になるためには，医学の実地
教育だけではなく人文教育の修得も必要であると説いています。そして医学生に対し，
就寝前の 30分間は必ず本を読むように勧め，「医学生のためのベッドサイド・ライブ
ラリー」を挙げました。
　日野原先生もオスラーに倣い，ご自身のベッドサイド・ライブラリーを事あるごと
に紹介しました。ここでは医学生向けに，「医学を志すものとして，基礎としてのリ
ベラル・アーツが体得されるように」との意図で選んだ 10冊を再掲します（初出：
本紙第 2384号）。
1）W.オスラー『平静の心』（日野原重明・仁木久恵訳，医学書院）
2）細川宏『病者・花（細川宏遺稿詩集）』（現代社）
3）A. M.リンドバーグ『海からの贈物』（吉田健一訳，新潮文庫）
4）V. E.フランクル『それでも人生にイエスと言う』（山田邦男・松田美佳訳，春秋社）
5）S.クイン『マリー・キュリー』（田中京子訳，みすず書房）
6）E.フロム『愛するということ』（懸田克躬訳，紀伊國屋書店）
7）夏目漱石『思い出す事など』（岩波文庫）
8）  E. H.エリクソン，他『老年期――生き生きしたかかわりあい』（朝長正徳・朝長
梨枝子訳，みすず書房）

9）神谷美恵子『生きがいについて』（みすず書房）
10）  P. A.タマルティ『よき臨床医をめざして――全人的アプローチ』（日野原重明・

塚本玲三訳，医学書院）

日野原先生が選ぶ
「医学生のためのベッドサイド・ライブラリー」

新臨床内科学
阿部 正和，日野原 重明，本間 日臣，
岡部 治弥，田崎 義昭，高久 史麿●編

医学書院　1974年初版発行

ナースに必要な診断の知識と技術
日野原 重明，安部井 徹，岡安 大仁，本多 虔夫，道場 信孝●著

医学書院　1978年発行

未来を先見し，看護・医療界に
波紋を投じた一冊
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